
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

全国、区の各学力調査の正
答率を基礎データとし、教
科や分野の理解度を分析
し、授業改善につなげる。

区の学力調査におい
て、前年度より高い
正答率とする。

年3回校内研究授業で授業
者の授業を参観する。ま
た、相互参観期間を年２回
設ける。

校内生徒評価におけ
る肯定的評価を８
０％以上とする。

・躊躇なく英語が使えるよ
う、少人数を活かしたス
ピーキング力の向上
・英語検定の受験率向上

・英語を使っての会
話力の実感（８
０％）
・英検受験者７０名
以上

「よむYOMUワークシー
ト」を活用する。また、読
書を通じた探究的な学習の
実施・充実を図る。

・「よむYOMUワー
クシート」を年３０
回以上実施する。
・図書や探究的な学
習にかかる生徒アン
ケートの肯定的評価
を８０％以上とす
る。

・単元の技能向上を意図し
た補助運動の実施
・外遊びや部活動を通した
運動体験の機会向上

・都体力調査におい
て区都を上回る。

運動会に前向きに取り組む
態度を育成する。

・事後アンケートや
感想文から、多くの
作文を紹介する。
・終了後の学級活動
で、学んだことを相
互紹介し合い、相互
尊重の意識を育む
（６月）。
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〈読書科の更なる充
実〉
・読書を通じた探究的
な学習の実施・充実
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・体育の授業での補強
運動や休み時間におけ
る主体的な運動の実施
による運動意欲の向上

・すべての教育活動を
通した生活習慣の改善

＜学力の向上＞
・授業改善の推進、学
習の基盤となる基礎・
基本の確実な習得、家
庭学習習慣に対しての
学校の組織的な対応に
よる取組の実施・充実

<外国語教育の推進>
・授業力の向上とALT
の効果的な活用

・ユニバーサルデザイ
ンの視点を取り入れた
個に応じた指導の実
施・充実
・エンカレッジルーム
の活用促進

・ＳＣ，巡回心理士の情報
共有と組織的支援
・保護者との関係づくりと
機関諸機関との連携
・エンカレッジルーム、相
談室の活用

・生徒・保護者の悩
みが、教師やＳＣな
どとの相談や面談、
エンカレッジルーム
の活用によって縮
減・解消できる（８
０%）

前年度までの本校の現
状

①基礎学力の向上（全国学調　R５自校比　国－１４、数－８）
②不登校生徒、特別な支援を要する生徒への支援の充実（第二校内別室、別室支援員9名）
③体力の向上（都体力調査　全体　都比＋6.9　区比＋7.2）

①個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実
②不登校を生まない、安心して学べる魅力ある学校づくり
③教職員の働きやすさと働きがいの両立

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

令和７年度　江戸川区立松江第四中学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
よく考えて自らすすんで学ぶ
体験を通して豊かな心を育む
健康でたくましく生き抜く

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

生徒の希望や夢を育む学校
よく学び　心ゆたかに　たくましく
授業改善に努め、学びを継続し、人権を尊重し、人間性を高められる教師



・学校とのつながりの確保
（タブレットの活用など）
・外部専門機関の積極的活
用

・どこにもつながり
のない生徒をゼロに
する

・生徒用タブレットを毎日
活用し、集団内の傾向や変
化を分析する。

・「毎日の記録」を
確実に実施する（毎
日）。

・ホームページ月２０回更
新
・年３回の土曜授業・学校
公開の実施

・ホームページ、月
平均アクセス数９０
00件以上
・学校のことがよく
わかる（80％）

・保護者アンケートの実施
・評議委員会における意見
聴取

・教育活動全般への
肯定的評価（９
０％）

・生徒の防災意識向上を目
的として、引取訓練前後に
事前の活動と事後の活動を
新設する。

・生徒アンケートに
おける肯定的評価
（８０%）

・長時間労働の是正
・部活動複数顧問制

・時間外労働時間、
月平均４５時間以内
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・学校ホームページの
充実
・学校公開の実施・充
実

・教育活動の改善・充
実に向けた学校関係者
評価の実施

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

・防災教育の充実

・働き方改革の推進

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の

充
実 ・不登校対策の実施・

充実
・教育相談の強化
・L-Gateの活用

・不登校支援委員会を
中心とする攻めの不登
校対策
・オンライン面接、授
業配信の実施
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・ユニバーサルデザイ
ンの視点を取り入れた
個に応じた指導の実
施・充実
・エンカレッジルーム
の活用促進

・ＳＣ，巡回心理士の情報
共有と組織的支援
・保護者との関係づくりと
機関諸機関との連携
・エンカレッジルーム、相
談室の活用

・生徒・保護者の悩
みが、教師やＳＣな
どとの相談や面談、
エンカレッジルーム
の活用によって縮
減・解消できる（８
０%）


